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令和３年度 福祉サービス第三者評価結果 

≪基本情報≫ 

 

対象事業所名 保育室アーモ 

経営主体(法人等) 株式会社アーモ 

対象サービス 小規模保育事業 A 型（令和 4 年１月より） 

設立年月日 令和２年４月１日 

定員（利用人数） 18 名 

事業所住所等 横浜市港南区港南台 4-7-29 サウスポートヒルズ A-203 

電話番号 045-835-2029 

職員数 常勤職員 7 名 ・ 非常勤職員 19 名 

評価実施年月日 令和 4 年 1 月 13 日・1 月 14 日 

第三者評価受審回数 初回 

実施評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

≪実施方法≫ 

 

評価項目 標準となる評価基準 

自己評価実施 

 

期間：令和 3 年 9 月 2 日～令和 3 年 12 月 22 日 

（評価方法） 

各自に配布し評価した後、チームに分かれ討議しまとめた 

利用者調査 

 

期間：令和 3 年 11 月 22 日～令和 3 年 12 月 10 日 

利用者（保護者）アンケートを実施 

 

＜理念＞ 

子どもに対して適正な保育、教育を提供すること 

 

 

 

＜基本方針＞ 

１．すべての子どもが健やかに成長するための適切な環境を確保 

２．子どもの意思及び人格を尊重し、生活習慣を身につけ、お互いを思いやる心を育てる 

３．地域の児童福祉施設等との交流を図り、密接な連携に努める 

＜保育目標＞ 

●心もからだも健やかな子を育てる 

●身近な人との豊かな関わりの中で好きな遊びを十分楽しみ、みんなで遊ぶ楽しさを知る 

●自然に親しみながら、いろいろな経験を通し想像力、発想力の豊かな力を養う 
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＜アーモ保育園の特徴的な取り組み＞ 

１．保育室アーモの保育目標である「心もからだも健やかな子を育てる」にあるように、温かな環境の中

で、子どもたちが家庭の中と同じように過ごせるように保育が行われています。 

２．「身近な人との豊かな関わりの中で好きな遊びを十分楽しみ、みんなで遊ぶ楽しさを知る」とあるよう

に、身近なものを使っての遊びを十分楽しみ、周りの人たちとの豊かな関わりをもてるよう心掛けて

います。 

３．自然に親しみながら、外で元気よく遊び、いろいろな経験を通し想像力、発想力の豊かな力を養うよ

う保育を行っています。 

 

≪総合評価≫ 

 

【アーモ保育園の概要】 

●保育室アーモは、JR 京浜東北・根岸線「港南台駅」から徒歩 2 分の至近距離に位置し、大型商業施設や商店、

等が駅前に集結し、通勤、買い物に便利であり、保護者にとっても良い立地条件にあります。保育室アーモは、

平成 7 年に横浜保育室からスタートし、法改正による小規模保育を行う保育園として、令和 2 年４月に小規模

保育事業 B 型に認可を受け、令和３年１月より小規模保育事業 A 型とし、現在に至っています。 

 

●園舎はマンションの２階の２世帯部分を保育室と調理室とし、０歳児から２歳児を預かっています。同マンシ

ョンの３階には事務室、ネット環境の整った研修室兼、保護者との相談室も備えています。保育室は、日当たり

も良好で、明るい環境の中で保育が行われています。 

 

●保育室アーモでは、保護者が準備する物を極力負担軽減できるよう、保護者へ配慮しています。その一環とし

て、身近な素材を用いた遊びが多いことも特色です。保育目標に沿い、子どもが好きな遊びを十分に楽しみ、自

然に親しみながら、色々な経験を通して発想力の豊かな力を養うよう保育を行っています。 

 

≪特に評価の高い点≫ 

 

１．【経験値の高い職員によるアットホームな保育】 

●保育室アーモは、職員が子どもたちを自分の子どものように温かく見守り、アットホームな雰囲気を大切にし

ています。職員の平均在職年数 20 年という定着の良さは、他で類を見ない大きな利点であり、子どもや保護者

に多大な安心感を与えています。乳児保育を専門に長年のノウハウを蓄積し、乳児の特性、子ども一人ひとりを

熟知し、保育も醸成されています。また、保育においては、職員間で阿吽の呼吸で連携が図られていることも強

みです。子どもの発達で大切なのは、人との関わりであることとして大切に捉え、丁寧に子どもたちに接してい

ます。保育室アーモでは、愛情豊かで知識と経験に長けた職員による保育や世話等を通して、子ども一人ひとり

の心身の発達を援助しています。 

 

２．【積極的な保育活動】 

●天気の良い日は毎日公園に出かけ、四季を感じながら秋にはドングリや落ち葉拾いをして自然に触れ、夏はベ

ランダや、マンションの駐車場にプールを設置して水遊びを楽しみ、また、駅近の環境を生かし、子どもが興味
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を示す電車やバスを見て楽しむ等、様々に工夫をしながら子どもの想像力・表現力を育んでいます。また、保育

室アーモでは、家庭で育てるのと同じように、子どもたちに色々な体験をさせてあげたいという思いを持ち、電

車に乗って、プラネタリウムの見学や、クリスマスツリーを見に出かける等、活動的に行事を行っています。現

在、新型コロナウイルス禍（以下、コロナ禍）により行事も制限されていますが、コロナ禍以前は、横浜市金沢

自然動物園への親子遠足や、クリスマス会、体育館を借りて運動会を実施していました。卒園式は横浜市栄区の

本郷台駅前にある「あーすぷらざ」で行い、3 歳から他園へ進級する子どもたちを温かく見送り、これまでの保

育室から環境が変わることを、自覚と自立を支援すべく卒園式を通して伝えています。親の目線で保育を行って

いる温かさが活動から汲み取れます。 

 

３．【食・食器へのこだわり】 

●保育室アーモの食事は、園内に調理室を設け、自園で献立・調理を行い、子ども一人ひとりを考慮して食事を

提供しています。食材、調味料はできるだけ無農薬、産直商品を選択し、専門の食材配達業者を活用しています。

食器にもこだわり、手に温もりを感じられる強化漆器を使用しています。栄養士は毎日、子どもたちの喫食状況

を確認し、献立・調理の工夫に役立て、保育士の意見も取り入れながら、子どもが食べやすく、安心・安全で美

味しい食事が提供できるよう日々工夫に努めています。また、季節の行事食にも力を入れ、旬の食材を取り入れ、

子どもの栄養を考えつつ、楽しみとなるような献立を作成しています。 

 

≪改善を求められる点≫ 

 

１．【さらなる保育の質の向上に向けた取り組みについて】 

●保育室アーモは、常勤職員の平均在職年数 20 年という経験値の高い職員で保育に当たり、保護者からも頼り

にされ、信頼関係を構築しています。培われたノウハウによる安心ある保育の良い面は強みとしつつ、さらに、

キャリアアップの仕組み、評価制度の整備に着手され、年度当初・年度末に職員との定期的な個別面談を実施し、

個別目標の設定及び、目標に対する進捗状況を話し合い、評価制度と報酬の関係を明確にしていかれると尚良い

でしょう。また、研修について、スーパービジョンの定期的な実施や、職員が必要とされる研修及び、様々な研

修を受講し、視野を広げ新たな取り組み等が取り入れられるよう、全体的な底上げ及び、体質改善への道筋を立

て、取り組んでいかれることを期待いたします。 
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福祉サービス第三者評価結果 

＜標準となる評価基準＞ 

 

第三者評価受審施設 保育室アーモ 

評価年度 令和 3 年度 

評価機関 株式会社 R-CORPORATION 

 

＜共通評価項目（45 項目）＞ 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

【１】～【９】 

Ⅱ 組織の運営管理 

【10】～【27】 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

【28】～【45】 

「理念・基本方針」「経営状況の把握」

「事業計画の策定」「福祉サービスの

質の向上への組織的・計画的な取組」 

「管理者の責任とリーダーシッ

プ」「福祉人材の確保」「育成・運

営の透明性の確保」「地域との交

流、地域貢献」 

「利用者本位の福祉サービス」

「福祉サービスの質の確保」 

<内容評価項目（20 項目）＞ 

 

※「標準となる評価基準」で示す判断基準「A・B・C」はランクやレベル付けではありません。

判断基準はより望ましい水準に向けた「到達状況」を示すものであり、評価「B」が標準的とし、

特に良い内容、秀でた内容は「A」で示しています。「C」については「伸びしろ」とし、更なる

努力を期待するものとします。 

 

共通評価Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

 

１ 理念・基本方針 

（１）理念、基本方針が確立・周知されている 

【1】 Ⅰ-1-（1）-①  理念、基本方針が明文化され周知されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●理念、基本方針は明文化され、保育目標と共に一連のつながりが図られ、保育室アーモについて、誰もが理

解でき、分かりやすい内容になっています。職員へは「保育室アーモ」という資料を配付し、職員会議等で周

知を図り、理解を促しています。また、全体的計画、年間指導目標でも示しています。保護者へは、「入室の

しおり」に記載し、保護者会等でも分かりやすく説明しています。 

 

A-１ 保育内容 ①～⑯ A-２ 子育て支援 ⑰～⑲ A-３ 保育の質の向上 ⑳ 

「全体的な計画の作成」「環境を通し

て保育、養護と教育の一体的展開」「健

康管理」「食事」 

「家庭との緊密な連携」「保護者

等の支援」 

「保育実践の振り返り（保育士等

の自己評価）」 
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２ 経営状況の把握 

（１）経営環境の変化等に適切に対応している 

【2】 Ⅰ-2-（1）-①  事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●施設長は、港南区園長会に参加し、社会福祉全体の動向や地域の福祉計画を把握し、子どもの動向数、利用者

数に意識を向けています。法人代表は保育のコスト分析を行い、保育内容や設備の整備、職員体制、財務状況を

分析し、職員が安心して働けるよう職場環境に配慮し、良質な保育が提供できるよう努めています。 

 

【3】 Ⅰ-2-（1）-②  経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている 

評価結果 B 

評価の理由 

●法人代表は、具体的な経営課題や問題点を明らかにし、役員、職員に周知しています。経営課題の解決・改善

については、具体的な取り組みを進めるよう準備段階です。現在は構想中でもあり、具体的な取り組みに期待い

たします。 

 

3 事業計画の策定 

（１）中・長期的なビジョンと計画が明確にされている 

【4】 Ⅰ-3-（1）-①  中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている 

評価結果 B 

評価の理由 

●令和 2 年の法改正により小規模保育事業として運営がスタートし、まだ、画一的なものが整備されている状況

ではありませんが、中・長期的なビジョンは明確にしています。しかし、具体的な計画として明文化は未達です

ので、目標を達成するための具体的な中・長期的計画を策定されることを期待いたします。 

 

【5】 Ⅰ-3-（1）-②  中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●単年度の事業計画においては、収支計画が適切に策定されています。年間指導計画は、年齢別、期別、月別に

作成し、保育計画の他、養護、環境構成、食育、行事等に関して具体的な内容を作成しています。また、定期的

に振り返りも実施しています。 
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（2）事業計画が適切に策定されている 

【6】 Ⅰ-3-（2）-①  事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、 

職員が理解している 

評価結果 B 

評価の理由 

●事業計画は法人代表が策定しています。事業計画が計画通り遂行されているかを日々の保育の中で確認し、日

常業務の中で疑問や見直しが必要な場合は職員会議等で話し合い、討議内容は全職員へ周知しています。職員会

議での意見や行事の反省は次期に反映させ、次年度の計画策定に生かしています。今後、事業計画は職員参画の

下、作成されることが望まれます。 

 

【7】 Ⅰ-3-（2）-②  事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している 

評価結果 A 

評価の理由 

●年間の行事計画は、保護者に分かりやすく説明し、理解しやすいよう工夫しています。保護者会で説明を行い、

保護者に資料を配付し、行事への協力・参加を目的に周知しています。急な変更に関しては、園だよりやメール

で周知を図っています。また、毎月配付する「わいわいだより」では行事連絡や事務連絡と、各クラスの様子や

エピソード等を記載しています。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

（１）質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている 

【8】 Ⅰ-4-（1）-①  保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している 

評価結果 A 

評価の理由 

●PDCA サイクルに基づいた保育を展開し、振り返りを会議で共有し、課題等がある場合は改善に取り組んで

います。保育室アーモは少人数であり、長年共に保育に当たってきた職員間の連携の良さを生かし、保育の質の

向上に向けて組織的に取り組んでいます。 

 

【9】 Ⅰ-4-（1）-②  評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な 

改善策を実施している。 

評価結果 B 

評価の理由 

●評価した結果は職員間で共有し、評価結果に基づき、園として取り組むべき課題を明確にして最善策を策定し、

改善計画の見直しを行っています。しかし、評価結果を分析した結果やそれに基づく課題を文書化されることを

期待いたします。また、検討過程の記録等もあるとさらに良いでしょう。 
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共通評価Ⅱ 組織の運営管理 

 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

（１）管理者の責任が明確にされている 

【10】 Ⅱ-1-（1）-①  施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●法人代表は、自らの保育所の経営・管理に関する取り組みを「運営規定」に明確にしています。しかし、法人

代表、施設長の役割と責任については明確な文書が不在となっており、職務分掌について文書化すると共に、会

議や研修等にて職員へ表明し、周知を図ることを期待いたします。 

 

【11】 Ⅱ-1-（1）-②  遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●施設長は、遵守すべき法令等、園の理念・基本方針、諸規定を十分に理解し、利害関係者と適正な関係を保っ

ています。また、法令遵守の観点での外部研修に参加し、理解を深めています。得た知識は、職員に対して、保

育に関わる遵守すべき法令等をわかりやすく理解を促す教育に取り組んでいかれることを期待いたします。 

 

（2）管理者のリーダーシップが発揮されている 

【12】 Ⅱ-1-（2）-①  保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している 

評価結果 B 

評価の理由 

●施設長は、理念や基本方針を具体化する観点から、保育の質の維持・向上に関する課題を把握し、改善に向け

て取り組んでいます。職員には外部研修への機会を設定し、教育・研修の充実を図り、保育の質の向上につなげ

るよう推奨しています。また、保育の質を向上するために、職員の意見を保育に反映させるよう取り組み、日々

の保育に関わる課題を把握し、具体的に取り組むよう努めています。 

 

【13】 Ⅰ-1-（2）-①  経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●施設長は、経営の改善や業務の実効性を高める取り組みに指導力を発揮しています。行政や他の保育園と密に

連携を図り、情報収集を行っています。人事・労務・財務に関する定期的な分析は法人代表が行い、現場の労務

関係は施設長が実行し、保育理念・基本方針の実現のために働きやすい職場を目指し、環境を整えるよう継続的

に努力しています。また、非常勤職員も含めた各家庭の都合等を考慮し、シフト作成に配慮し、職員の業務の負

担軽減、残業も減らすよう取り組んでいます。 

 

 

 

 

 



8 

 

2 福祉人材の確保・育成 

（１）福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている 

【14】 Ⅱ-2-（1）-①  必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組 

が実施されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●必要な福祉人材の確保、人員体制に関する基本的な考え方、育成の方針を確立しています。人員体制・職員配

置は十分に整え、職員が働きやすい環境を整備することで定着率の安定を図っています。現状、人材確保の必要

性は低いですが、今後、世代交代を鑑み、新人職員の採用や育成の必要性を視野に入れて体制を考えていかれる

と尚良いでしょう。 

 

【15】 Ⅱ-２-（１）-②  総合的な人事管理が行われている 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育園の理念・基本方針に基づく「期待する職員像」を明確にしています。年 1 回職員面談を行い、職員一人

ひとりの意向・意見等を把握し、助言及び、組織で改善点を抽出し、対応するようにしています。今後、職員の

キャリアを給与等に反映する仕組みや人事基準を明確に定め、職員に周知し、自らの将来の姿を描くことができ

るような仕組み作りを期待いたします。 

 

（2）職員の就業状況に配慮がなされている 

【16】 Ⅱ-2-（2）-①  職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場作りに取組んでいる 

評価結果 A 

評価の理由 

●就業状況について、残業については平均 30 分から１時間であり、職員に対して無理な時間外労働は強いてい

ません。有給休暇は職員の希望通りに取得でき、ワークライフバランスに配慮しています。職員とは話しやすい

雰囲気作りをし、個別面談の機会や、日頃からも職員の悩みや相談を受け、心身のケアに配慮しています。福利

厚生では、コロナ禍以前は職員の家族も一緒に職員旅行を実施していましたが、現在は自粛しています。年１回、

職員健康診断も実施しています。 

 

（3）職員の質の向上に向けた体制が確立されている 

【17】 Ⅱ-2-（3）-①  職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●園の目標や方針を職員に周知徹底を図り、職員一人ひとりの目標を示し、目標管理のための仕組みが望まれま

す。今後は、職員一人ひとりの目標管理と定期的な個別面談の実施により、目標の進捗状況の確認を行い、方向

性を明確にして職員の育成に向けて取り組んでいかれることを期待いたします。 

 

 



9 

 

【18】 Ⅱ-2-（3）-②  職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が 

実施されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では、保育の内容や目標を踏まえ、教育・研修計画に基づいて教育・研修を実施しています。研修参加後は

研修報告書を作成し、会議等で反省会及び見直しを行っています。年１回、近隣の会議室を借りて、リズム体操

や手遊び等の内部研修を行い、保育に生かしています。 

 

【19】 Ⅱ-2-（3）-②  職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●個別の職員の知識・技術水準・専門資格の取得状況等は、施設長が把握しています。新任職員には、個別に OJT

を実施しています。職員一人ひとりが必要な教育・研修を受講する機会を設け、階層別・職種別研修への参加を

推奨し、確保しています。コロナ禍により Zoom での研修が多くなり、研修時間のみの時間を確保することで受

講しやすくなり、研修参加への充実が図られています。 

 

（4）実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている 

【20】 Ⅱ-2-（4）-①  実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、 

積極的な取組をしている 

評価結果 B 

評価の理由 

●専門職種の特性に配慮し、大学生の実習生の受け入れを行っていました。今後、実習生等受け入れ体制の整

備を図り、指導者に対する研修実施等を期待いたします。マニュアルは、今年度末までに作成予定としていま

す。 

 

3 運営の透明性の確保 

（１）運営の透明性を確保するための取組が行われている 

【21】 Ⅱ-3-（1）-①  運営の透明性を確保するための情報公開が行われている 

評価結果 B 

評価の理由 

●今回、初めて第三者評価を受審し、評価結果は情報公開する予定としています。また、苦情・相談の体制や内

容に基づく改善・対応の状況について公表を検討し、さらに運営の透明性を確保していきます。「港南台子育て

連絡会」で企画した七夕では、地域に向けて園の理念・基本方針を掲示し、園の様子がわかる活動写真等を提供

し、広報誌も配布する等、情報提供に努めています。尚、法人は株式会社の為、財務に関する情報公開は行って

いません。 
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【22】 Ⅱ-3-（1）-②  公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている 

評価結果 B 

評価の理由 

●福祉サービスを提供する主体として、公正な運営に努め、事務・経理・取引等について毎年、定期的に確認し

ています。財務に関しては、法人委託の税理士等、専門家から必要に応じて助言を受け、経営改善に活用してい

かれると尚良いでしょう。 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

（１） 地域との関係が適切に確保されている 

【23】 Ⅱ-4-（1）-①  子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●全体的な計画の中に、「適切な施設として家庭や地域に対し、保育園の役割を果たします。」を掲げ、地域の

社会資源や地域療育センター等から情報を収集し、地域交流のチラシを掲示し、交流を広げる取り組みに努め

ています。コロナ禍以前では、プラネタリウムを見学に行ったり、クリスマスツリーを見に行き、散歩時には

地域の方と挨拶を交わす等、子どもと地域との交流が広がるよう工夫しています。 

 

【24】 Ⅱ-4-（1）-②  ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立して 

いる 

評価結果 C 

評価の理由 

●ボランティアの受け入れに関する基本姿勢を備えています。今後、ボランティア受け入れマニュアルを作成

し、さらに体制を整備し、コロナ禍収束後はボランティアの受け入れの工夫を期待いたします。 

 

（2）関係機関との連携が確保されている 

【25】 Ⅱ-4-（2）-①  保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切 

に行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●当該地域の関係機関・団体については、子ども・保護者の状況に対応できる社会資源をリスト化し、常に連絡

が取れるよう整備しています。リスト一覧は職員誰もが閲覧及び活用できるようにしており、職員間で情報の共

有化を図っています。港南区園長会、港南台子育て連絡会等にも参加し、密に連携を取っています。特に、家庭

での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応については、速やかに行政や児童相談所等へ連絡できる体制を整

え、連携を図っています。園では、定期的な連絡会に積極的に参加し、情報収集を図り、連携を大切にしていま

す。 
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（3）地域の福祉向上のための取組を行っている 

【26】 Ⅱ-4-（3）-①  地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●運営推進会や子育て連絡会等で情報交換を通じ、変化していく地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に努めて

います。港南台地区主任児童委員・青少年指導員は園の第三者委員であり、年 1 回クリスマス会等で保護者へ紹

介しています。第三者委員とは、事例を挙げ、保育サービスの改善について報告し、委員からも地域の福祉ニー

ズ等を把握しています。 

 

【27】 Ⅱ-4-（3）-②  地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている 

評価結果 A 

評価の理由 

●地域住民等と連携し、地域コミュニティの活性化や街作り等にも協力しています。七夕では、地域の土木事務

所から沢山の笹が提供され、港南台の駅周辺には子どもたちの作品を飾ってもらう等、交流を図っています。ま

た、災害時に備え、住人の安全・安心のための支援が行えるよう、「園が避難所になったら」というマニュアル

を整備し、災害時の備蓄も備えています。地域資源の１つとする立場を意識し、園としてできること・やるべき

ことに取り組んでいます。 

 

共通評価Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

 

１ 利用者本位の福祉サービス 

（１）利用者を尊重する姿勢が明示されている 

【28】 Ⅲ-1-（1）-① 子どもを尊重した保育について共通の理解を持つための取組を行っている 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

●保育理念や保育方針「子どもに対して、適正な保育、教育を提供すること」「すべての子どもが健やかに成長

するための適切な環境を確保」に沿い、子どもを尊重した保育の実施について明示し、取り組んでいます。全

体的な計画の中に、人権尊重を謳い、宗教上の違いも理解し、子どもを尊重した保育の提供を実践するための

取り組みを実践しています。職員間で共通理解を図るよう、さらなる取り組みに期待いたします。 

 

【29】 Ⅲ-1-（1）-②  子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている 

評価結果 B 

評価の理由 

●オムツ交換やトイレ、着替え等、子どものプライバシーに配慮しています。一人ひとりの子どもにとって、生

活の場に相応しい快適な環境を提供し、プライバシー保護の取り組みについても保護者に説明し、理解を促して

います。今後、子どものプライバシー保護についての規定・マニュアルにより研修等を行い、より一層浸透が図

られるよう期待いたします。 
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（2）福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている 

【30】 Ⅲ-1-（2）-①  利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育園を選択するために必要な情報は、入室のしおり兼（重要事項説明書）に、理念や基本方針・保育の内容

等を紹介し、加え、職員体制・連携施設等、保護者に説明すべき事項等を記載し、必要な情報を提供しています。

ホームページは開設していませんが、入室希望者に対しては資料等を見学者に手渡しし、保育内容について説明

しています。今後、パンフレットの作成が望まれます。 

 

【31】 Ⅲ-1-（2）-②  保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育の開始及び保育内容の変更時の説明と同意については、保護者の意向を念頭に置き、保護者に理解しやす

いよう説明しています。説明後、保護者に同意を得、同意書は保管しています。特に配慮が必要な保護者への説

明については、個別に対応し、適切な説明が成されています。 

 

【32】 Ⅲ-1-（2）-③  保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育園等の変更については、保育の継続性を損なわないよう変更先の保育園より連絡があった場合にのみ、配

慮して対応しています。保育園の変更後も保護者等がいつでも相談できるよう担当者や窓口を設置しています。

保育室の利用終了時には、子どもや保護者等に対し、その後の相談方法や担当者について説明をしています。今

後、口頭での説明に加え、文書（資料）を配付することが望まれます。または、入室のしおり等に利用終了後の

相談等について方法・担当者を加筆されることも一案です。 

 

（3）利用者満足の向上に努めている 

【33】 Ⅲ-1-（3）-①  利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●日々の保育の中で、子どもの満足を把握するように努めています。保護者の満足度は、年 1 回の親子遠足後に

保護者アンケートを実施し、保護者懇談会・個人面談等でも把握しています。また、職員が利用者満足を把握す

る目的で、保護者懇談会に出席するようにしています。アンケートは、結果を集計・分析し、保護者へ公表する

等、利用者満足の向上への工夫に期待いたします。 
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（4）利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている 

【34】 Ⅲ-1-（4）-①  苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している 

評価結果 B 

評価の理由 

●苦情解決の体制を整え、苦情解決の仕組みを構築しています。入室のしおりに、相談・苦情受付担当者を施設

長・第三者委員とし、解決責任者は法人代表の名前を記載しています。苦情内容に関する検討内容や対応策につ

いては、保護者等に必ずフィードバックし、保育の質の向上に役立てています。苦情内容は記録を残し、受付、

経緯（時系列）、解決策、改善への取り組み等を記載し、今後に役立てる資料として保管されると尚良いでしょ

う。 

 

【35】 Ⅲ-1-（4）-②  保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知し 

ている 

評価結果 A 

評価の理由 

●保護者がいつでも気軽に相談や意見が述べられるよう、口頭で伝え、文書でも伝えています。話しやすい雰囲

気作りを行い、信頼関係を築き、相談できるスペース（3階事務室内）を設け、対応しています。また、連絡帳

での情報交換を密にし、保護者の気になることや表情等を察知し、送迎時に声をかける等、配慮するようしてい

ます。 

 

【36】 Ⅲ-1-（4）-③  保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している 

評価結果 A 

評価の理由 

●職員は、日頃から保護者が相談しやすく意見を述べやすいよう雰囲気作りに努めています。受けた相談につい

て、検討に時間を要する場合は、状況を説明し、速やかな対応に努めています。 

 

（5）安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている 

【37】 Ⅲ-1-（5）-① 安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制 

が構築されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●事故発生防止マニュアルを整備し、事故発生時の対応方法を明確化し、職員に周知しています。事故発生時の

対応と安全確保の手順については、マニュアルに沿い、体制を整備しています。また、研修や事例収集も行い、

発生要因を分析し、事例を基に対策を検討し、再発防止に努めています。 
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【38】 Ⅲ-1-（5）-②  感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備 

し、取組を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●感染症対応マニュアルを整備し、衛生管理を適切に実施すると共に予防に努めています。新型コロナウイルス

感染症対策としては、空気清浄機３台を設置し、子どもが手に触れる棚・机・椅子・玩具等は毎日丁寧に清掃し、

消毒は１日３回行っています。職員は検温、手指消毒を徹底し、ジアミスト（次亜塩素酸水噴霧器）を導入して

感染症予防に努め、衛生環境に配慮しています。 

 

【39】 Ⅲ-1-（5）-③ 災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●防災対応マニュアルを備え、避難訓練、消火器点検、非常時備品の確保・点検を行い、災害時における子ど

もの安全確保に努めています。防災計画を整備し、消防署に協力を願い、消防車が来て訓練も行っています。

子ども、保護者及び職員の安否確認の方法を定め、周知しています。また、不審者対応訓練も実施し、職員が

不審者役を行い、危険から身を守ることを子どもたちに教えています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

（１）提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している 

【40】 Ⅲ-２-（1）-①  保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている 

評価結果 B 

評価の理由 

●標準的な実施方法を文書化し、保育を提供しています。子どもの希望に沿うような保育を心がけ、できる限り

柔軟に対応しています。しかし、職員への周知が十分とは言えず、今後は保育マニュアルに沿って全職員が統一

的な保育ができるよう、標準化を図っていかれることを期待いたします。 

 

【41】 Ⅲ-２-（1）-②  標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している 

評価結果 B 

評価の理由 

●標準的な実施方法についての見直しは必要に応じて行っていますが、職員の意見や提案が反映されるような仕

組みの確立が今後期待されます。標準的な実施方法について、社会情勢、子どもたちに関する事情の変化を踏ま

え、職員の意見や提案が反映していかれることを期待いたします。 
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（2）適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている 

【42】 Ⅲ-２-（2）-①  アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している 

評価結果 B 

評価の理由 

●指導計画は、担任がチェックを行い、施設長が確認し、適切に指導しています。アセスメントは、個人記録・

個人別指導計画等に加え、参加メンバーの各見解を持ち寄って実施しています。指導計画は全体的な計画に沿っ

て策定し、日常の保育を通して子どものニーズを把握し、指導計画に反映させています。他職種の職員や保護者

からも意見を聞き、計画に取り入れていかれるよう期待いたします。 

 

【43】 Ⅲ-２-（2）-②  定期的に指導計画の評価・見直しを行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育所保育指針に基づいて指導計画を作成しています。週案・日案、月案の指導計画に基づき、毎月の職員会

議で評価・見直しを行っています。変更内容は、職員会議で全職員へ周知しています。評価結果は次期計画に反

映させ、課題があれば継続して取り組んでいきます。今後は、保護者の意向等を把握するための手順等を共有し、

組織的な仕組みを定めて実施されることを期待いたします。 

 

（3）福祉サービス実施の記録が適切に行われている 

【44】 Ⅲ-２-（3）-①  子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有 

化されている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもの発達状況や生活状況等は統一した様式において記録し、職員間で共有しています。記録する職員で記

録内容や書き方に差異が生じないよう指導を行っています。記録ファイル等を通じて、園内で情報を共有する仕

組みを整備しています。 

 

【45】 Ⅲ-２-（3）-②  子どもに関する記録の管理体制が確立している 

評価結果 A 

評価の理由 

●個人情報保護管理規定に沿い、子どもの記録の保管・保存・廃棄・情報の提供に関する規定を定めていま

す。子どもの記録類については基本的に法定年数を遵守するようにしています。個人情報に関しては不適切な

利用、漏洩がないことを入室時に入室のしおり(兼重要事項説明書）で保護者へ説明しています。記録管理の責

任者は施設長とし、職員は個人情報保護規定等を理解し、遵守しています。 
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内容評価 A－１ 保育内容 

 

A－1－（１） 全体的な計画の作成 

【A1】 A-1-（1）-①  保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家

庭及び地域の実態に応じて全体的な計画を作成している 

評価結果 B 

評価の理由 

●全体的な計画は、園での生活を通して総合的に展開され、保育理念の「子どもに対して適正な保育、教育を

提供すること」を目的として、一人ひとりの発達や育ちを大切にしながら編成しています。児童憲章や保育所

保育指針等の趣旨を捉え、保育理念・保育方針・保育目標に基づいて作成し、養護・教育・食育等を一体的に

行っています。また、子どもの保育目標を「0歳児・1歳児・2歳児」に分けて計画しています。全体的な計画

は、子どもの発達過程・子どもと家庭の状況や保育時間・地域の実態等を考慮して編成しており、一貫性・連

続性のある保育実践をしています。全体的な計画は、保育に関わる全職員で定期的に評価を行っていかれるこ

とを期待いたします。 

 

A－1－（２） 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開 

【A2】 A-1-（2）-①  生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している 

評価結果 A 

評価の理由 

●保育室の温度・湿度・採光等の環境は、常に適切な状態に保持しています。温度・湿度に気を配り、換気に

ついては空気清浄機を 3台設置し、採光に関してはとても日当たりの良い環境にあります。トイレは明るく清

潔に保たれ、発達過程を踏まえて安全な工夫を施し、子どもたちが利用しやすいよう設備しています。一人ひ

とりの子どもが、寛いだり、落ち着ける場所も確保されています。 

 

【A3】 A-1-（2）-② 一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どものあるがままの姿を受け止め、一人ひとりの発達と発達過程や家庭環境等から生じる個人差を把握し、

子どもを尊重した保育を行っています。応答的な触れ合いにより愛着関係を形成し、子どもの気持ちを受容し、

共感しながら信頼関係を築いています。急かす言葉や制止させる言葉を不必要に使わないよう、子どもの気持ち

を大切にした保育実践に努めています。 
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【A4】 A-1-（2）-③ 子どもが基本的な生活習慣を身に付けることができる環境の整備、援助

を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもが自分でやろうとする気持ちを育み、子どもたちが健康で安全な生活に必要な生活習慣を身に付ける

ことができるよう取り組んでいます。子どもが自分でできることが増えるよう、個々の成長に応じた活動内容

や指導法を実践しています。保育士との安定した関係の中で基本的習慣を身に付けていくよう、援助を行って

います。 

 

【A5】 A-1-（2）-④  子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊

かにする保育を展開している 

評価結果 A 

評価の理由 

●子どもが自主的・自発的に生活と遊びができる環境を整備しています。天気の良い日は、毎日公園等に散歩

に出かけています。子どもが家庭と同じように過ごせるよう配慮しています。散歩時は地域の方と挨拶を交わ

して交流を図り、交通ルールを学ぶ経験をしたり、公園ではドングリや落ち葉拾い等をして自然と触れ合い、

四季折々の情景を楽しめるよう支援しています。 

 

【A6】 A-1-（2）-⑤  乳児保育（０歳児）において、養護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●０歳児においては、生理的欲求を満たし、1 日 24 時間を視野に入れ、継続して安定した生活リズムを作るよ

う配慮しています。園生活を通して、食事・睡眠・遊び等生活リズムの育ちを促し、保育士との深い関わりに

より基本的信頼関係を築くよう保育に当たっています。生活の中で様々な音、形、色、光、手触り等を感じて

楽しみ、子どもたちが生き生きとした時間が過ごせるよう配慮しています。家庭との連携は、送迎時に子ども

の家庭での様子を聞き、連絡帳を利用して家庭と密な連携を重要視し、園での様子も伝え、双方で情報を共有

するようにしています。 

 

【A7】 A-1-（2）-⑥  3 歳未満児（1・2 歳児）の保育において、養護と教育が一体的に展開

されるよう適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 A 

評価の理由 

●生活に必要な技能を身につけ、明るく伸び伸びと生活し、自分から体を動かすことを楽しみます。自らやっ

てみようとする気持ちを尊重し、自己主張を自我の順調な育ちと理解し、さりげなく援助しています。そし

て、言葉のやりとりを楽しみ、身振り等も使って表現する楽しさを味わい、様々なものに関わる中で発見を楽

しんだり、考えたりする保育を実践しています。 
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【A8】 A-1-（2）-⑦  3 歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している 

評価結果 C （※評価対象外の場合は C が表示されます） 

評価の理由 

●小規模保育事業所であるため、評価対象外です。 

 

【A9】 A-1-（2）-⑧  障害のある子どもが安心して生活ができる環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している 

評価結果 B 

評価の理由 

●職員は、障害のある子どもの保育について研修等により必要な知識を得ています。主治医や専門機関からの

助言が受けられる体制になっていますが、園には専門家を配置していないという理由から受け入れは行ってい

ません。障害の診断は受けていないが入室後に発達の課題に気づいた場合は、保護者の子育ての不安を取り除

けるような声かけを行い、子どもにとって最良の道を考え、家庭と連携しながら子どもを育てていくよう配慮

していく体制は整えています。 

 

【A10】 A-1-（2）-⑨  それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や

方法に配慮している 

評価結果 B 

評価の理由 

●家庭と連携を行い、職員間の協力体制及び子どもの正確な情報を伝達し、子どもが安定して過ごせる環境作り

に配慮しています。15 時 30 分より合同保育となり、異年齢で過ごしますが、保育士が仲立ちをしながら楽しく

過ごせるようにしています。在園時間を考慮し、子ども主体の計画性を持った取り組みに努めています。 

 

【A11】 A-1-（2）-⑩  小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している 

評価結果 C （※評価対象外の場合は C が表示されます） 

評価の理由 

●小規模保育事業所であるため、評価対象外です。 

 

A－1－（3） 健康管理 

【A12】 A-1-（3）-①  子どもの健康管理を適切に行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●一人ひとりの子どもの健康管理を適切に行っています。年間保健指導計画を作成し、日々の健康管理に生かし、

全職員で共有化を図っています。毎月身体測定を行い、健康便りを年４回発行し、保護者へ伝えています。子ど

もの体調悪化・ケガ等については、その日の内に保護者に伝えると共に事後の確認をしています。今後、保護者

に SIDSに関する情報提供を行い、子どもの健康管理に関するマニュアルが整備されることを期待いたします。 
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【A13】 A-1-（3）-②  健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している 

評価結果 Ｂ 

評価の理由 

●健康診断・歯科健診は年に 2 回実施し、身体測定は毎月行っています。健康診断・歯科健診結果は記録し、保

護者に知らせ、職員間で共有しています。デイリープログラムの中に歯磨きの進め方や子どもが進んで歯磨きを

行うための工夫等が年齢別に記載してあります。健康診断・歯科健診の結果は保健計画等に反映させ、保育に生

かしていかれることを期待いたします。 

 

【A14】 A-1-（3）-③  アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている 

評価結果 B 

評価の理由 

●園では、入室時においてアレルギー対応は行っておらず、入室後に何らかのアレルギー反応が出た場合には

栄養士との話し合いの下、除去食もしくは代替食を家庭から持参してもらう方法で対応しています。職員は、

アレルギー疾患、慢性疾患等について研修等により必要な知識や情報を得、「保育所におけるアレルギー対応ガ

イドライン」を基に、子どもの状況に応じた適切な対応を行っています。宗教上の食べることができない食品

がある場合においても同様に対応しています。 

 

A－1－（4） 食事 

【A15】 A-1-（4）-①  食事を楽しむことができるよう工夫をしている 

評価結果 A 

評価の理由 

●栄養士は毎日、子どもたちの喫食状況を観察し、職員の意見を聞きながら、どのようにしたら食事を楽しんで

もらえるか、食べたいものが少しでも多くなるよう工夫し、食事を提供しています。おやつは、手作りのものと

既製品の 2 種類を用意しています。食器の材質に拘り、手に温もりを感じられる強化漆器を使用しています。保

護者からレシピの問い合わせがあった場合は、丁寧に対応して応えています。 

 

【A16】 A-1-（4）-②  子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している 

評価結果 A 

評価の理由 

●園では食材に拘り、米は山形県産か新潟県産、食材は、なるべく無農薬に近いものを選択しています。旬の食

材、季節感のある献立に配慮し、１か月サイクルの献立とし、美味しい食事を提供しています。行事食では、お

誕生日会メニュー、あずきご飯（小正月）や恵方巻、クリスマス会等、子どもたちが楽しめるよう工夫し、力を

入れています。また、残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調理の工夫に生かしています。 
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内容評価 A－２ 子育て支援 

 

A－2－（１） 家庭と緊密な連携 

【A17】 A-2-（1）-①  子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●家庭との連携は、連絡帳や送迎時の声かけによりコミュニケーションを図っています。連絡帳には、保育の

様子を見ていない保護者にも現場が想像できるように分かりやすく記載されていることを確認できました。

様々な機会を通して、家庭との連携を図るよう努めています。今年度は新型コロナウイルス感染症蔓延防止の

ため多くの行事等が中止になり、子どもの様子を家庭に詳しく伝えていく方法を工夫しています。家庭の状

況、保護者との情報交換の内容等は必要に応じて記録し、保育に生かしています。 

 

Ａ-２-（２） 保護者等の支援 

【A18】 A-2-（2）-①  保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている 

評価結果 A 

評価の理由 

●送迎時や連絡帳、保護者会等で保護者と密に連携し、いつでも相談に応じられるよう体制を整えています。

勤続年数の長い経験豊かな職員が揃い、保護者と職員との信頼関係は厚く、保護者は安心して園の保育を見守

っています。相談内容は記録に残しています。全職員が対応できる体制を構築しています。 

 

【A19】 A-2-（2）-②  家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている 

評価結果 B 

評価の理由 

●虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう心がけ、子どもの心身の状態、家庭での養育の状況の把握に努めてい

ます。虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、予防的に保護者の精神面、生活面の援助を行っています。親

子の些細な変化にも注意する目を持つ「気づき」を大切にしています。毎日必ず着替えを行い、身体のチェック

を行っています。虐待防止のマニュアルを年度末までに作成予定であり、マニュアルに基づいて職員研修が行わ

れることを期待いたします。 
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内容評価 A－３ 保育の質の向上 

 

A－3－（１） 保育実践の振り返り（保育士等の自己評価） 

【A20】 A-3-（1）-①  保育士等が主体的に保育実践の振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めている 

評価結果 B 

評価の理由 

●保育の質の向上に向けた自らの保育実践の振り返り（自己評価）を行っています。その結果を基に、課題があ

れば改善に向けて話し合い、保育の質や専門性の向上につなげています。今後、自己評価を定期的に行い、全職

員で互いにさらなるスキルアップを図り、職員の自己評価から園全体の自己評価につなげ、保育の実践、専門性

の向上に向けてさらなる取り組みに期待しています。 
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用者アンケート調査結果 

施設名 保育室アーモ 

アンケート送付数（対象者数） 18 人 

回収率 72％（13 人） 

【利用者調査項目】                  ※上段人数、下段％で示しています 

問 1 この保育園のサービス内容について 知って

いる 

まぁ 

知って

いる 

あまり 

知らない 

知らない 無回答 

1 保育方針・保育目標を知っていますか 5 人 5 人 2 人 1 人 0 人 

38％ 38％ 15％ 8％ 0％ 

2 保育の内容について知っていますか 7 人 5 人 1 人 0 人 0 人 

54％ 38％ 8％ 0％ 0％ 

3 年間指導計画、行事計画について知っていますか 9 人 3 人 1 人 0 人 0 人 

69％ 23％ 8％ 0％ 0％ 

4 費用や園の決まり事について知っていますか 9 人 4 人 0 人 0 人 0 人 

69％ 31％ 0％ 0％ 0％ 

 

問 2 日常の保育について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

5 遊具や教材について（年齢に合った遊具が揃って

いる、遊具の配置等) 

6 人 7 人 0 人 0 人 0 人 

46％ 54％ 0％ 0％ 0％ 

6 戸外遊びについて 12 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

92％ 8％ 0％ 0％ 0％ 

7 季節や自然との触れ合いが保育の中に感じられ

ますか 

12 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

92％ 8％ 0％ 0％ 0％ 

8 健康作りへの取り組みについて 9 人 4 人 0 人 0 人 0 人 

69％ 31％ 0％ 0％ 0％ 

問 2-2 日常の保育について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

9 給食の献立内容について（季節の食材や行事食

等） 

13 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

10 お子さんは給食を楽しんでいますか 10 人 3 人 0 人 0 人 0 人 

77％ 23％ 0％ 0％ 0％ 

11 基本的生活習慣の取り組みについて 10 人 3 人 0 人 0 人 0 人 

77％ 23％ 0％ 0％ 0％ 

12 保育中のケガ等に関する説明や対処について 12 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

92％ 8％ 0％ 0％ 0％ 
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問 3 保護者と園との連携・交流について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

13 送迎時の職員との会話や連絡帳、掲示物により 1

日のお子さんの様子がわかりますか 

8 人 5 人 0 人 0 人 0 人 

62％ 38％ 0％ 0％ 0％ 

14 園の様子や行事に関する情報提供について 8 人 5 人 0 人 0 人 0 人 

62％ 38％ 0％ 0％ 0％ 

15 懇談会や個別面談等での意見交換について 10 人 3 人 0 人 0 人 0 人 

77％ 23％ 0％ 0％ 0％ 

16 相談ごとへの対応について 10 人 3 人 0 人 0 人 0 人 

77％ 23％ 0％ 0％ 0％ 

 

問 4 保育園の環境等について 十分 概ね 

十分 

やや 

不十分 

不十分 無回答 

17 保育室、園庭について（清潔さ、掃除等） 7 人 6 人 0 人 0 人 0 人 

54％ 46％ 0％ 0％ 0％ 

18 外部からの防犯対策について 7 人 6 人 0 人 0 人 0 人 

54％ 46％ 0％ 0％ 0％ 

19 感染症の発生状況や注意事項の情報提供につい

て 

10 人 2 人 0 人 1 人 0 人 

77％ 15％ 0％ 8％ 0％ 

20 緊急時の連絡体制、周知、防災訓練等について 12 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

92％ 8％ 0％ 0％ 0％ 

 

問 5 職員の対応について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

21 職員はお子さんを大切にしてくれていますか 11 人 2 人 0 人 0 人 0 人 

85％ 15％ 0％ 0％ 0％ 

22 保護者に対する職員の対応や態度について 11 人 2 人 0 人 0 人 0 人 

85％ 15％ 0％ 0％ 0％ 

23 保育サービス提供方法の統一性について（どの職

員も同じように保育をしてくれているか等） 

9 人 4 人 0 人 0 人 0 人 

69％ 31％ 0％ 0％ 0％ 

24 お子さんは保育園で楽しく過ごしていますか 12 人 1 人 0 人 0 人 0 人 

92％ 8％ 0％ 0％ 0％ 

 

問 6 総合満足度について 満足 概ね 

満足 

やや 

不満足 

不満足 無回答 

25 この保育園を総合的に評価すると、どの程度満

足していますか 

10 人 3 人 0 人 0 人 0 人 

77％ 23％ 0％ 0％ 0％ 
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事業者コメント 

 

施設名： 保育室アーモ          

施設長： 岩谷 洋子 

 

 

＜評価（自己評価等）に取り組んだ感想＞ 

    

今回、初めて第三者評価を受審しました。質問の意味や言葉が難しく分かりづらい部分も多くあり、戸惑うこ

ともたくさんありましたが、全職員で話し合う機会を作り、様々な視点から振り返り、見直す良い機会となりま

した。 

 

今回の受審で、今後も継続する点、検討する点、新たな気づきや課題がたくさん得られ、とても勉強になり、

有意義な時間でした。R-CORPORATIONの方々にはたくさんのアドバイスをしていただきありがとうございま

した。 

 

評価結果が全てと受け取るのでなく、良い点は励みにしながら維持し、改善点は職員皆でしっかり考え見直し

ながら、これからも日々全体で取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

＜評価後取り組んだ事として＞ 

 

 

１．マニュアルの作成 

 

２．保護者に SIDS に関する情報が不十分だったが、重要事項に載せるようにした 

 

３．研修に積極的に参加し、スキルアップを目指す                 

  

 

 

 


